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平成24年上半期
火災・救急・救助 統計 

上半期（平成24年１月１日～６
月30日）の火災・救急・救助の
各概況は次のとおりです｡

出火原因　１位「放火・放火の疑い」
　上半期に市内で発生した建物火災26件のうち
住宅火災は13件でした。
　火災の出火原因の１位は「放火・放火の疑い」
です。深夜や未明に、建物の周囲や駐車中の車な
どが狙われますので、家の周りは外灯を付けるな
ど明るくして、燃えやすい物を置かないなどの対
策が必要です。

火 災
出動件数が322件増加
 上半期に市内で発生した救急出動件数は6,506件
で、昨年同期と比較すると、出動件数は322件、
搬送人員は135人増加しました。事故種別出動内
訳は、急病が4,004件（全体の約62％）と最も多
く、以下一般負傷1,019件（約16％）、交通事故
616件（約９％）でした。
  医療機関へ搬送した傷病者のうち、軽症患者が
約49％を占めています。軽いけがや病気（擦り
傷、歯痛、風邪など）の場合は、自家用車やタク
シーでかかりつけの病院へ行きましょう。それが
本当に救急車を必要としている貴い命を救うこと
になります。救急車の適正利用にご協力をお願い
します。

救 急

水難事故には十分注意を
 上半期に市内で発生した救助件数は46件でした。
その主な内訳は、交通事故27件で全体の約59％を
占め、次いでその他の事故11件、水難事故３件、建
物などによる事故３件、ガス・酸欠事故１件、機械に
よる事故１件でした。昨年同期と比較すると、出動
件数は約３％（２件増）の増加となりました。
　出動件数46件のうち、現場で活動した件数は
33件で38人を救助しました。活動件数に入って
いない13件については、救助隊が到着するまで
に自力脱出したり、付近の住民などに救出された
ものです。
　夏の行楽シーズンは、特に水の事故が多発する
ので十分注意してください。
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問い合わせ　予防課　　254－0354　　256－7755


